
DR900_オプションメニュー 

オプションメニュー 

オプションメニューでは、測定プログラムの選択、測定タイマーの動作、 

お気に入りへの登録/削除、お気に入りから測定プログラムを選択などの 

設定と、化学形態の選択およびユーザプログラムの作成をおこなえます。 

 

記載項目 ページ 

オプションメニュー ３ 

1 タイマーの開始 ３ 

2 測定プログラムを選択する（すべてのプログラム） ４ 

3 お気に入りに追加 ５ 

4 お気に入り/ユーザーPgm ５ 

（１）お気に入りメニューから測定プログラムを選択する ５ 

（２）お気に入りメニューから測定プログラムを削除する ６ 

5 ％透過率/吸光度/濃度 ７ 

6 保存 ８ 

7 データログ ９ 

8 詳細オプション 10 

 8-1 自動保存 11 

 8-2 化学形態 11 

 8-3 試薬ブランク 12 

  （１）試薬ブランク値を求める 12 

   （２）試薬ブランク値を入力する 12 

  （３）試薬ブランクの解除 13 

8-4 標準調整 14 

（１）標準調整の値を求める 14 

   （２）標準調整値を入力する 14 

  （３）標準調整の解除 15 

8-5 ソートプログラム 15 

9 ユーザプログラム（新規プログラム） 16 

（１）標準液を測定する 16 

   （２）プログラムを入力する 17 

（３）プログラム保存番号（メソッド番号）の選択 17 

（４）プログラム名（メソッド名）の入力 17 

（５）測定波長の選択 18 

（６）測定濃度単位の選択 18 
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（７）標準液情報の入力 19 

（８）ユーザプログラムの保存 21 

付録：すべてのプログラム操作時の表示 22 
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オプションメニュー 

測定表示の時、オプションメニューを選択できます。 

 

 

 

 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

 

1 タイマーの開始 

測定プログラム毎の測定手順書に記載されている試薬添加後の操作時間や待ち時間を知

らせる機能です。タイマーを開始すると、カウントダウン表示します。 

 

タイマーの開始にカーソルを移動し、選択    で 

確定します。 

 

あらかじめ保存されている測定プログラムには、 

測定手順書の操作に沿ったタイマーが順番に操作できる様になっています。 

 

 

選択    で表示が切り換わり、タイマー１が動作します。 

 

タイマーは、カウントダウン表示され時間が経過すると 

ビープ音が鳴ります。 

 

複数のタイマーが設定されている時、操作を繰り返すと次のタイマーを操作できます。 
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選択 選択 オプション 

 

 

 

          

選択 選択 オプション 
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また、任意の時間を設定して使用することもできます。 
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オプション 選択 

 

 

 

 

で桁を移動、       で数値を設定し、完了    で確定します。 

 

表示が切り換わり、タイマー動作が始まります。 

 

2 測定プログラムを選択する（すべてのプログラム） 

保存されているプログラムを表示し、目的のプログラムを選択します。 

 

        ですべてのプログラムにカーソルを移動し 

 

選択   で確定します。 

 

 

プログラム番号順に保存プログラムが表示されます。 

 

でプログラムリストをページ送りできます。 

 

 

一度    でページ送りすると、   でページを 

 

戻ることができます。 

 

でカーソルを移動し、目的の測定プログラム 

 

を選択し、開始    で確定します。 

 

（385 アンモニア サリチル酸法を選択した例） 
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 3 お気に入りに追加 

使用頻度の多い測定プログラムは、お気に入りに保存するとプログラム選択がスムーズに

おこなえます。 

お気に入りには、10 プログラムまで保存できます。 

 

お気に入りに保存する測定プログラムを選択表示します。 

 

オプション   で、オプションメニューを表示させます。 

 

お気に入りに追加にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

測定表示に戻ります。 

 

表示されている測定プログラムは、お気に入りに保存され 

ました。 

 

4 お気に入り/ユーザーPgm 
お気に入りに追加（保存）した測定プログラムから、目的の測定プログラムを選択します。 

また、お気に入りから削除をおこなえます。 

 

（１） お気に入りメニューから測定プログラムを選択する 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

お気に入り／ユーザーPgm にカーソルを移動し、 

 

選択   で確定します。 

 

お気に入りに保存したプログラムがすべて表示されます。 

   

目的のプログラムを、   または    で選択し、 

 

開始    で確定します。選択したプログラムが表示されます。 
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（２） お気に入りメニューから測定プログラムを削除する 

 

 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

 

お気に入り／ユーザーPgm にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

お気に入りに保存したプログラムがすべて表示されます。 

 

 

削除するプログラムを、    または    で選択し 

 

オプション    で確定します。 

 

 

選択    で、削除を確定すると、 

 

 

削除実行の確認が表示されます。 

 

お気に入りから削除されるプログラムが表示されます。 

 

このプログラムを削除する場合は、 

 

削除   で実行し、お気に入り／ユーザーPgm の表示に戻ります。 

 

削除を実行しない場合は、 

 

キャンセル    でお気に入り／ユーザーPgm に戻ります。 

 

    により測定表示に戻ります。 
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5 ％透過率/吸光度/濃度 

試料測定結果の表示を変更できます。初期設定は濃度の表示ですが、％透過率と吸光度に

変更することができます。試料測定結果（濃度表示）後、吸光度を選択すると、その時の

吸光度を表示できます。 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

％透過率/吸光度/濃度にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

 

 

使用したい表示方法に、カーソルを移動し選択    で確定します。 

 

 

戻る    または    で、測定表示に戻ります。 

 

 

選択した表示方法は、測定表示に反映されます。 

 選択 

 

 

 
選択 

 

 

 

 選択 
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6 保存 

詳細オプションで自動保存をオフに設定している時に操作できます。 

試料測定後、測定値を保存する時に操作します。 

 

測定手順書に沿って試料を測定し、測定値が表示されます。 

 

 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

保存にカーソルを移動し、 選択    で確定します。 

 

測定表示に戻ります。 

 

告知 

同じデータは保存されません。すでに保存されたデータ

の保存操作をすると、ビープ音が鳴ります。 

 

告知 

出荷時には、詳細オプションの自動保存がオンに設定さ

れています。 

そのため、オプションメニューを開いても、保存は表示

されません。 
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7 データログ 

保存したデータを表示し確認できます。 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

 

データログにカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

      で、未表示部を確認できます。 

 

 

 

表示上で確認したいデータにカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

 

 

 

選択したデータを表示します。 

 

戻る    で、データ選択表示に戻ります。 

 

他の保存データを表示する場合には、再度データの選択操作をおこないます。 

 

で、測定表示に戻ります。 
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8 詳細オプション 

このメニューでは、自動保存・化学形態・試薬ブランク・標準調整・ソートプログラムを

設定することができます。 

 

オプション   で、オプションメニューを表示します。 

 

詳細オプションにカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

詳細オプションメニューが表示されます。 

 

 

8-1 自動保存 

自動保存をオンに設定すると、試料測定（読み取り）後、自動的に結果を機器に保存しま

す。自動保存オフでは、手動操作しないと測定結果が保存されません。 

 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

 

自動保存にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

オンにカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

   初期値：オン 

 

 

告知 

自動保存をオンに設定すると、オプションメニューに保存メニュー

は表示されません。 
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8-2 化学形態 

化学形態を変更し濃度表示させることができます。 

告知 

化学形態を変更できない項目もあります。 

また、表示される化学形態以外の設定はできません。 

 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

化学形態にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

目的の化学形態にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

 

 

 

測定表示に戻ります。表示には、選択した化学形態が反映されます。 

 

 
選択 

 

 

 

 選択 

 

 

11 東亜ディーケーケー株式会社 



DR900_オプションメニュー 

8-3 試薬ブランク 

測定プログラムによっては、使用する試薬に着色が生じるものがあります。この様な場合、

精製水を試料として得られた結果を「試薬ブランク」に入力することで、試薬の影響を除

いた測定をおこなえます。 

入力範囲は、測定プログラムにより異なります。 

告知 

試薬ブランクの設定は、試薬ロット毎におこなってください。 

試薬ブランクの機能が使用できない測定項目もあります。 

 

（１） 試薬ブランク値を求める 

 

測定手順書の操作に沿って、ゼロ    を実行します。 

精製水を試料として測定手順書に沿って、試薬添加および反応をおこない、 

読み取り    を実行します。 

表示された結果が、試薬ブランク値になります。この値をメモします。 

 

（２） 試薬ブランク値を入力する 

詳細オプションメニューを表示し、 

試薬ブランクにカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

メモした試薬ブランク値を入力します。 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 

 

完了    で確定します。 

 

 

測定表示に戻り、試薬ブランクを設定した  が 

右上に表示されます。 
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（３） 試薬ブランクの解除 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

       で、試薬ブランクを選択します。 

 

選択    で確定します。 

 

 

 

全桁が０になっていることを確認し、 

 

完了    で確定します。 

 

測定表示に戻ります。  の表示は無くなります。 
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8-4 標準調整 

測定値に対して一定の係数を乗じて補正することができます。 

告知 

測定手順書に「検量線の調整（標準調整）」が記載されていない

プログラムは、本機能は使用できません。 

 

（１） 標準調整の値を求める 

測定手順書の「検量線の調整（標準調整）」に記載されている濃度の標準液を試料として

測定します。 

 

測定は、測定手順書に沿っておこないます。この標準液を測定した値が標準調整値になり

ます。 

 

（２） 標準調整値を入力する 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

標準調整にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

 

標準液を測定し得られた値を入力します。 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 

 

 

完了    で確定します。 

 

 

測定表示に戻ります。標準調整が設定されると   が 

右上に表示されます。 
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（３） 標準調整の解除 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

標準調整にカーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

 

全桁が０になっていることを確認し、 

 

完了    で確定します。 

 

 

測定表示に戻ります。   の表示は無くなります。 

 

 

8-5 ソートプログラム 

すべてのプログラムメニューで、測定プログラムを表示する順序を選択できます。 

出荷の際には、数値順が選択されています。 

告知 

言語で、日本語が選択されているとき、アルファベット順を選択

すると、プログラムの表示順がわかりにくくなっています。 

 

詳細オプションメニューを表示し、 

 

ソートプログラムにカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

 

カーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

戻る    または    により、測定表示に戻ります。 
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9 ユーザプログラム（新規プログラム） 

標準液濃度と吸光度を入力することにより、独自の測定プログラムを機器に保存し使用で

きます。入力には、２点以上の標準液を用意します。 

入力には、あらかじめ標準液を測定し数値を入力する方法と、標準液を測定しながら入力

する方法があります。 

告知 

濃度と吸光度を入力してプログラムを作成します。式の入力はできません。 

 

ここでは、標準液に対する吸光度を測定しておき、その結果を入力する方法を説明します。 

 

（１） 標準液を測定する 

２点以上の異なる標準液を用意します。 

 

オプションメニューを表示し、すべてのプログラムに 

 

カーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

420、520、560、610nm から、測定波長（１つ）を選択します。 

 

波長が、プログラム番号になっています。 

 

   で測定プログラムリストをページ送りし、 
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でカーソルを移動し、目的の波長を 

 

選択し、開始    で確定します。 

 

目的の測定方法に沿って、ゼロ    を実行します。 

 

調製した標準液で、試薬添加および反応などの操作後、読み取り    を実行します。 

 

標準液の吸光度が表示されるので、標準液濃度と吸光度値をメモします。 
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（２） プログラムを入力する 

オプションメニューを表示します。 

 

お気に入り/ユーザプログラム Pgm にカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

新規プログラムにカーソルを移動し選択します。 

 

開始    で確定します。 

 

 

（３） プログラム保存番号（メソッド番号）の選択 

告知 

この時、すでに使用されているプログラム番号

は表示されません。 

 

 

選択    で確定します。 

 

（４） プログラム名（メソッド名）の入力 

測定表示の際、ここに入力した名前が表示されます。 

 

 

 

アルファベット（大文字・小文字）数字および記号を組合せ 12 文字入力できます。 

 

 

       で、入力文字を変更し、   で確定され 

 

次の文字列に移動します。 

 

完了    で確定します。 
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（５） 測定波長の選択 

４波長から一つを選択します。 

 

カーソルを移動し選択    で確定します。 

 

 

（６） 測定濃度単位の選択 

表示されている単位から選択します。 

 

カーソルを移動し、選択    で確定します。 

 

 

濃度表示分解能を選択します。 

選択した分解能 濃度表示時の桁数 

0000. 小数点以下を表示しない 

000.0 小数点 1桁 

00.00 小数点以下２桁 

0.000 小数点以下３桁 

 

 

カーソルを移動し、選択    で確定します。 
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（７） 標準液情報の入力 

低い濃度の標準液から、データを入力します。 

 

Cal ポイントの追加にカーソルを移動し、 

選択    で確定します。 

 

 

標準の編集：0.000 にカーソルを移動し、 

選択    で確定します。 

 

一番低い標準液の濃度を入力します。 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 

 

完了    で確定します。 

 

 

吸光度（手動）の編集：0.000 にカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

 

一番低い標準液を測定した際の吸光度を入力します。 

 

 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 
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完了    で確定します。 

 

  （標準液濃度 0.000、吸光度 0.000 を入力した例） 

 

戻る    を押します。 

 

Cal ポイント１が追加され、一番低い濃度の標準液情報 

入力を終えたことが確認できます。 

 

 

Cal ポイントの追加にカーソルを移し、 

 

選択    で確定します。 

 

 

 

二番目の標準液をあらわす CAL ポイントの編集２ 

が表示されます。 

 

標準の編集：0.000 にカーソルを移し、 

選択    で確定します。 

 

二番目の標準液の濃度を入力します。 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 

 

完了    で確定します。 

 

吸光度（手動）の編集：0.000 にカーソルを移し、 

 

選択    で確定します。 
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二番目の標準液を測定した際の吸光度を入力します。 

 

 

で桁を移動、      で数値を設定します。 

 

完了    で確定します。 

   

（標準液濃度 1.000、吸光度 1.000 を入力した例） 

 

戻る    を押します。 

 

 

ここまでの操作で、２つの標準液情報を入力でき、 

ユーザプログラムの保存条件が満たされました。 

 

CAL ポイントメニューには、ユーザプログラムの保存が 

表示されます。 

 

三番目の濃度情報を入力する場合には、Cal ポイントの追加にカーソルを移動し、 

選択    で確定します。入力は、前記と同じ操作でおこなってください。 

 

Cal ポイントは最大１２の標準液情報を入力できます。 

 

（８） ユーザプログラムの保存 

２つ以上の標準液情報が入力されると、ユーザプログラムの保存条件が満たされます。 

 

ユーザプログラムの保存にカーソルを移動し、 

 

選択    で確定します。 

 

 

お気に入り/ユーザプログラム表示に戻り、 

入力したプログラムが表示されます。 

 

開始    で、プログラムによる測定がおこなえます。 
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付録：すべてのプログラム操作時の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


